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研究成果の概要（和文）： 学生が大学内で行動するライフログを用いた仕組みを構築した．ライフログが表示される
仕組みの試行運用を実施し,学生の心理的抵抗を確認する基礎実験を実施した．その結果，ICタグとセンサーを使用し
た行動収集は,ものを取り出したり自ら認証するような身体的負担が少ないにも関わらず，「心理的負担」が高いこと
が示された．また大勢がカードをリーダにかざす,前の「戸惑い」を数値的な結果として測ることができた.
 その実験結果を基に,Ｈ26年度に要判定学生抽出システムを開発し,全学的に抽出する仕組みを持つことができた．

研究成果の概要（英文）： We built the mechanism using life log that a student behaves in the university. 
We put try practical use of the mechanism that life log is indicated into effect and put the basic 
experiment which confirms the student's psychological resistance into effect.
We could measure the height of "psychological burden" and the "bewilderment" when a student holds up to a 
card leader, as a numerical result. We have developed a linchpin judgment student abstraction system in 
out year based on the experimental result.
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１．研究開始当初の背景 

	
 抑鬱症状や鬱病等の精神的問題を抱え休

学，退学する学生が増え，高じて自殺をす

る学生も存在する．このような学生に対し

て，大学ではカウンセラーを配置し，学生

にカウンセリングを受けるよう呼びかけて

いるが，人と会うことを避けようとしてい

るこれらの学生に対して，自主的なカウン

セリングの効果は限定的である． 

	
 研究代表者（不破）は，これまで遠隔地

から e-Learning で学習する社会人学生の
学習意欲維持を目的に研究を進めてきた．

この研究では，e-Learningの履修履歴やコ
ミュニケーションツールでの発言頻度等か

ら，学習者の学習意欲低下を早期に発見す

る手法を開発するとともに，意欲低下が見

られた学生に対するサポート手法を開発し

て，一定の成果をあげてきた． 研究分担者
（鈴木）は，これまで遠隔講義支援システ

ムの開発に従事するとともに，学生向けの

ポータルサイトを開発運用し，様々な学生

へのサポート環境を整えてきた．研究分担

者（山﨑）は，大学専任カウンセラーとし

て多くの学生の相談により，特に鬱状態の

学生に見られる行動上の傾向を把握すると

ともに，こういった学生の早期発見を目的

として，授業を規定回数以上休んだ学生と

の面談調査を実施し，授業を休むという行

動とメンタルトラブルとの因果関係につい

て検討を続けている． 
 
２．研究の目的 
	
 本研究の目的は，学生の日頃の行動を個	
 	
  
人情報保護に十分注意したうえで把握し，

抑鬱症状や鬱病等精神疾患の可能性がある

ためカウンセリングを受け状態を判定すべ

き学生（以後「要判定学生」と呼ぶ）を早

期に発見する手法の確立と，判定結果に沿

いサポートを行うに際し，担当者間で互い

のケア内容や学生の行動状況の共有と，サ

ポートの効果を見るため学生の行動を把握

する事を可能にする学生ポータルサイト

（学生カルテ）システムを開発することで

ある． 
 
３．研究の方法 
本研究は，(1)早期発見，(2)判定，(3)

学生サポートの 3つのフェーズから成る． 
平成 23 年度は要判定学生の早期発見のた
めの情報整理とデータマイニング手法の検

討，システムの開発を行う．また，抽出さ

れた学生へのカウンセリング体制を整備し，

試行運用する．平成 24年度以降平成 26年
までは，毎年前年までの運用評価の結果か

らメンタルトラブルを抱える学生の早期発

見のためのデータマイニング手法を改良し

その精度を高めるともに，学生サポート体

制の整備とサポートのための学生ポータル

システムを開発する． 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 本研究の構成図	
 
	
 
４．研究成果	
 

	
 H23年度に明らかにした企業での入退室

の履歴情報から鬱症状のある人を抽出する

仕組みを,大学で応用するための検討をH24

年度以降で行った.H24年度及びH25年度に

て,まず,学生が大学内で行動するライフロ

グを用いた仕組みを,国立情報研究所と共

同研究で行い,ライフログが表示される仕

組みの試行運用を実施し,学生の心理的抵

抗を確認する基礎実験を実施し, 例えばIC
タグとセンサーを使用した行動収集は,も
のを取り出したり自ら認証するような身体



的負担が少ないにも関わらず，「心理的負担

」が高いことが示された．また大勢がカー

ドをリーダにかざす,前の「戸惑い」を数値
的な結果として測ることができた.	
 
	
 その実験結果を基に,Ｈ26 年度に要判定

学生抽出システムを開発し,全学的に抽出

する仕組みを持つことができた．	
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